
公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 27 年 5 月 11 日発行 

編集：出雲崎町公民館 

℡ 0258-78-2250 

出雲崎町民体育館 

℡ 0258-78-4700 

昨年度の一年間（26.4.1～27.3.31）には、中央公民館は延べ 12,289 人、海岸公民館は延べ 2,558 人の方々

からそれぞれご利用いただき、大変ありがとうございました。 

公民館では、平成 27 年度も様々な事業を実施します。今月号では、4 月号で紹介できなかった教室を掲載

させていただきます。皆さまお誘い合わせのうえ、ご参加ください。 

 

 今年度から新たに実施の『ちぎり絵教室』。ちぎり絵は、ちぎった紙を台紙に貼って表現した作品のこ

とをいい、紙のちぎれた部分の質感などが絵具では出来ない独特の雰囲気を演出します。 

 6 月頃からスタートし年 15 回程度、平日の昼間または夜間に開催を予定しています。 

 友人等と一緒にはじめてみませんか!?初心者大歓迎です！多くの皆さんの参加をお待ちしています。 

 
昨年度の『料理教室』 「おいしく、楽しく」をモットーに、季節ごとの旬の食材を

使って老若男女から参加いただき実施している『料理教室』。 

6 月 6 日（土)からスタートし年 4 回を予定しています。講師

には、県内の多方面でご活躍されている井原美佐子先生を新た

にお迎えし、料理のレパートリーを増やします‼ 

○実施回数 1 回 ○参加人数 15 人 

「子供も一緒に作れる夏野菜を使ったメ

ニュー」と題して、ピザ等を作りました。 

 
昨年度の『パソコン教室』 今年度の『パソコン教室』は初心に返って、「ワー

ド」「エクセル」の初心者向けコースと毎年好評の「年

賀状作成」の計 3 コースを予定しています。 

「今さら人に聞くのはちょっと…」と考えている

方にも先生が優しく丁寧に教えてくれます。 

○実施回数 16 回 ○参加人数 14 人延べ 173 人 

インターネット活用、デジタルカメラ活用、年賀状

作成コースの計 3 コースを開催しました。 

 
昨年度の『英会話教室』 昨年度から実施している『英会話教室』。英語に少

しでも興味のある方、家族、友人と英会話ができた

らなぁと思っている方や初心者の方も大歓迎です。 

前期は 5 月 28 日（木）からスタートし年間 30 回

程度を予定しています。お気軽にお申込みください。 

○実施回数 30 回 ○参加人数 14 人延べ 253 人 

講師のポールをはじめ、和気藹々とした雰囲気の

なか、基礎的な英会話を楽しみました。 

 
New 



～みなさんの身近な情報をお寄せください～ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央公民館 

 

 

 

 

 

 

                        

 

町立図書館（海岸公民館） 

 

 

 

 

 

 

                        

 

昨年度は、右表のとおり多くの皆さまから図書館

をご利用いただき大変ありがとうございました。今

年度も皆さまのご利用をお待ちしています。 

 

図書館名 延べ利用者数 貸出冊数 

町立図書館（海岸公民館） 1,953 人 2,609 冊 

中央公民館 731 人 1,283 冊 

 

 

現在、良寛記念館では開館 50 周年記念展～佐藤耐雪翁 愛蔵作品より～を開催してい

ます。5 月 16 日（土）13：30～には山本良一氏（良寛の弟、由之の直系の子孫）を講師

に迎え、「良寛・由之の兄弟に想う」と題した記念講演会を開催します。 

また、隣接の心月輪では開館 50周年記念展併設の特別展として「良寛ゆかりの人々展」

を併せて開催しています。いずれも 6 月 30 日（火）までとなっており入場無料（良寛記

念館はチラシの無料券利用）ですので、皆さまのご来館をお待ちしています。 

図書館に入った、新しい本を紹介します。 

 

場 所：出雲崎町中央公民館 
活動日：毎週土曜日の昼間 

出雲崎町公民館文化サークル協議会は、現在 5 団体で構成され、趣味を活かした各種サークル活動を展

開しています。現在、新会員の募集を行っていますので、皆さまの参加をお待ちしています。 

○めばえ教室 １日（金）・１５日（金） ○書道教室 ７日（木）・２１日（木） 

○さわやかスポーツ教室 １９日（火） ○ガーデニング教室 ２３日（土） ○英会話教室 ２８日（木） 

○出雲崎キッズ １１日（月）・１８日（月） ○ノーメディア・デー ２０日（水） 

場 所：西越地区農村環境改善センター 
活動日：毎月第２・４火曜日の午前 

場 所：出雲崎町中央公民館 
活動日：毎週土曜日の昼間 

場 所：出雲崎町中央公民館 
活動日：毎週水曜日の夜間 

※この他の新着図書は、新着一覧を中央公民館・町立図書館（海岸公民館）それぞれに掲示しておりますのでご覧ください。 

資本収益率が産出と所得の成長率を上回るとき、資本主義

は自動的に、恣意的で持続不可能な格差を生み出す。本書の

唯一の目的は、過去からいくつか将来に対する慎ましい鍵を

引き出すことだ。 

21 世紀の資本 ･･･ﾄﾏ・ﾋﾟｹﾃｨ 著 

財政難に喘ぐ羽根藩には、領民家中に激烈な痛み

を伴う改革を断行した多聞隼人への怨嗟の声が渦

巻いていた。そんな中、誰も成し得なかった黒菱沼

の干拓の命が下り…。羽根藩シリーズ第 3 弾。  

お笑い芸人二人。奇想の天才である一方で人間味溢れる神

谷、彼を師と慕う後輩徳永。笑いの真髄について議論しなが

ら、それぞれの道を歩んでいる。神谷は徳永に「俺の伝記を

書け」と命令した。彼らの人生はどう変転していくのか。 

世界三大悪女の一人とされ、「残虐非道の女帝」のイメー

ジがつきまとう西太后(慈禧大后)。だが、実は当時の 4 億

人の民を率い、47年にわたって統治を続け、中国近代化の

基礎をつくりあげた、辣腕の政治家だった。 

火花 ･･･又吉 直樹 著 

西太后秘録（上・下） 

･･･ユン チアン 著 

春雷 ･･･葉室 麟 著 

場 所：出雲崎町中央公民館 
活動日：毎月第２・４木曜日の午後 



公民館 E-Mail：syakyou-k@town.izumozaki.niigata.jp 
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最
近
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
か
ら 

 

公
民
館
長 

 

佐
藤 

亨 

 
「
女
性
監
禁
、
死
体
遺
棄
（
船
橋
市
）
」
の
ニ
ュ
ー

ス
が
、
先
日
早
朝
の
Ｔ
Ｖ
で
流
れ
て
い
た
。 

 

そ
れ
に
し
て
も
、
国
内
外
で
非
人
道
的
な
事
件
が

続
い
て
い
る
。
外
国
で
は
バ
ー
ミ
ヤ
ン
渓
谷
（
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
）
や
イ
ラ
ク
で
の
世
界
遺
産
の
大
仏
殿
、

古
代
仏
像
群
を
破
壊
し
た
事
件
が
先
に
あ
っ
た
。
イ

ス
ラ
ム
圏
で
は
日
本
人
も
巻
き
込
ま
れ
た
テ
ロ
行

為
、
多
く
の
少
女
や
女
性
を
拉
致
し
、
奴
隷
、
殺
害
、

子
ど
も
兵
に
し
て
い
る
と
の
報
道
が
あ
る
。
考
え
方

の
相
異
が
事
件
を
引
き
起
こ
し
た
と
し
て
も
、
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。 

  

国
内
で
も
空
し
く
な
る
事
件
が
相
次
い
で
発
生
し

て
い
る
。
川
崎
市
で
起
き
た
「
中
学
一
年
生
殺
害
事

件
」
は
、
あ
ま
り
に
も
残
酷
で
あ
る
。
こ
の
事
件
の

調
査
が
進
む
に
つ
れ
て
、
被
害
の
少
年
を
救
え
た
感

が
強
い
。
こ
の
年
齢
は
、
誰
か
に
相
談
し
た
こ
と
が

知
れ
る
と
、
今
以
上
に
大
変
な
こ
と
に
な
る
の
で
は

と
い
う
恐
怖
心
か
ら
相
談
し
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

こ
れ
は
少
年
期
特
有
の
心
理
と
い
わ
れ
る
。
そ
う
だ

と
し
て
も
、
周
り
の
友
だ
ち
や
親
、
学
校
、
関
係
機

関
が
気
づ
い
て
迅
速
な
対
応
が
取
れ
て
い
た
ら
と
悔

や
ま
れ
る
事
件
の
一
つ
だ
。 

そ
し
て
、
〝
イ
ラ
イ
ラ
し
て
や
っ
た
、
誰
で
も
よ

か
っ
た
〟
と
い
う
事
件
も
多
い
。 

 

最
近
で
は
、
歩
行
者
に
硫
酸
を
か
け
て
逃
げ
る
事

件
、
あ
る
い
は
、
洋
弓
銃
で
足
を
撃
ち
貫
通
さ
せ
た

事
件
。
函
館
で
は
幼
児
三
人
ら
を
車
で
は
ね
た
事
件

な
ど
。
自
分
の
満
た
さ
れ
な
い
感
情
か
ら
周
り
を
傷

つ
け
る
と
い
う
行
為
で
満
た
す
と
い
う
の
は
誠
に
遺

憾
な
こ
と
だ
。 

ま
た
、
貴
重
な
文
化
財
で
あ
る
神
社
仏
閣
に
液
体

を
か
け
る
事
件
も
連
続
し
て
発
生
し
て
い
る
。 

世
界
遺
産
の
東
大
寺
、
東
寺
、
二
条
城
、
春
日
大 

社
・
・
・
県
内
で
も
弥
彦
神
社
が
被
害
に
あ
っ
て
い

る
。「
文
化
財
保
護
法
」
に
も
違
反
す
る
悪
質
な
行
為

だ
。
大
事
な
こ
と
は
、
当
町
に
も
あ
る
貴
重
な
文
化

財
を
含
め
、
今
生
き
て
い
る
我
々
が
そ
の
価
値
を
知

り
後
世
に
引
き
継
ぐ
と
い
う
、
大
き
な
役
割
と
責
任

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
過
去
の
年
月

を
も
う
一
度
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。 

 

以
前
に
も
痛
ま
し
い
事
件
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
が
、
最
近
の
、
窃
盗
し
た
上
に
人
を
殺
し
た
り

放
火
す
る
な
ど
の
事
件
が
日
常
茶
飯
事
と
な
る
と
、

〝
ど
う
し
た
日
本
！
〟
と
声
を
上
げ
ざ
る
を
得
な

い
。 

  

一
方
で
、
明
る
い
社
会
を
支
え
る
べ
く
汗
を
流
し

て
い
る
人
や
機
関
、
自
分
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
救
助

に
あ
た
る
話
も
数
多
く
聞
く
。
そ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ー

ス
を
聞
く
と
、
心
が
暖
か
く
な
っ
た
り
ほ
っ
と
し
た

り
す
る
。
こ
の
世
の
中
に
は
人
を
明
る
く
前
向
き
に

さ
せ
る
〝
も
の
〟
が
沢
山
あ
る
の
だ
。
こ
れ
ら
を
他

人
事
と
す
る
こ
と
な
く
、
教
訓
と
し
て
生
か
し
た
い

も
の
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
小
さ
い
う
ち
か
ら
命
の
尊
さ
な
ど
道
徳
性

を
考
え
る
こ
と
も
重
要
だ
し
、
い
じ
め
や
非
行
の
低

年
齢
化
を
考
え
る
と
、
国
が
『
道
徳
の
時
間
』
を
教

科
化
と
す
る
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思
う
。 

 

そ
し
て
今
、
出
雲
崎
町
で
取
り
組
ん
で
い
る
『
ノ

ー
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ー
』
は
、
画
期
的
な
取
組
で
注
目

さ
れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
上
で
成

果
を
期
待
し
た
い
。
そ
の
為
に
は
、
親
、
家
庭
の
協

力
が
絶
対
に
欠
か
せ
な
い
。 

非
行
の
な
い
、
平
穏
・
平
和
な
社
会
に
は
、
ま
ず

〝
人
づ
く
り
〟
が
大
切
で
あ
る
が
、
今
こ
そ
大
人
や

機
関
が
密
接
に
連
携
し
、
一
層
具
体
的
な
取
組
が
必

要
と
な
っ
て
き
て
い
る
時
代
で
あ
る
。 

海
峡
の
一
枚
凪
に
霞
み
け
り 

上
中
条 

菅
沼 

義
忠 

学
び
舎
に
今
も
誇
れ
し
桜
か
な 

川 

西 

遠
藤 

比
呂
女 

下
萌
に
闘
志
を
抱
く
朝
の
浜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

井 

鼻 

細
木 

郵
子 

耕
や
構
え
は
常
に
新
た
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松 

本  

田
中 

秀
秋 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
み
ん
な
せ
い
れ
つ
わ
ら
っ
て
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

篠
崎 

真
優 

つ
く
し
の
び
わ
た
し
の
せ
い
も
の
び
る
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

髙
橋 

菜
央 

ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
か
ぜ
に
ゆ
れ
て
る
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
村 

快
斗 

春
の
空
い
ろ
い
ろ
な
声
聞
こ
え
る
よ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
澤 

真
依 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
み
ん
な
え
が
お
で
わ
ら
っ
て
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
田 

李
々
愛 

ゆ
き
と
け
て
ほ
ら
ね
み
え
た
よ
フ
キ
ノ
ト
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

末
武 

柑
菜 
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日 時：5月 31日（日）午前 9時から開会式 

※雨天中止 

 会 場：町民野球場 

 条 件：1チーム 10名 ※以下の条件を満たすこと 

     女性、小学生、50歳以上の男性 3人 

 その他：グローブをお持ちの方は持参ください。 

 申込み：5月 27日（水）までに町民体育館へ 

 問合せ：78－4700（町民体育館） 

 

 4 月 19 日（火）に平成 27 年度「さわやかスポーツ教

室」の開講式を行いました。 

今年度は教室への申し込みが殺到し、新規の方も多く

参加する中、35 名の参加者がストレッチなどの運動に励

みました。 

教室は月 2 回程度開催し、年間を通して活動します。

普段の運動のほか、秋には屋外でのウォーキングも予定

しています。途中参加も大歓迎ですので、興味をお持ち

の方は町民体育館までご連絡ください。（℡：78-4700） 

対 象：小学生(1年生～6年生) 

 会 場：柔道場 (柔道)、町民体育館 (剣道) 

 日 時：柔道 毎週火・金 19:00～20:30 

     剣道 毎週月・金 19:30～20:30 

 申 込：各教室の開催日に直接講師の方にお申し

込みください。また、町民体育館でも受

け付けています。 

公民館では柔道・剣道教室を通年で開催していま

す。各種大会のほか、12月には昇級審査会も開催さ

れます。武道に興味がある元気な児童の参加をお待

ちしています。 

公民館では下記のとおりソフトボール大会を開催い

たします。地域、ご家族、ご友人でぜひ参加ください！ 

日 時：6月 10日（水）午前 8：03スタート 

 会 場：大新潟カントリークラブ（出雲崎） 

 内 容：18ホールストロークプレー 

     新々ぺリア方式（隠しホール 9ホール） 

  申込み：5月 24日（日）まで 

 その他：詳細は下記へご連絡ください。 

ゴルフコース ℡:78-3711 町 商 工 会 ℡:78-2064 

清水フード ℡:78-2077 町民体育館 ℡:78-4700 

5/13, 21, 28（水）19:30～21:00 

日本３Ｂ体操協会新潟支部が「３Ｂ体操」の普及

のため県内各地で開催している３Ｂ体操教室が出

雲崎町にもやってきます。下記のとおり開催いたし

ますので皆様の参加をお待ちしております。 

３Ｂ体操とは 

ボール・ベル・ベル

ターと呼ばれる 3 つ

の道具を使って無理

なく運動できる体

操。有酸素運動によ

り生活習慣病の予防

に効果がある。 

日 時：5月 21日（木） 

    13:30～14:30 

会 場：町民体育館 

参加費：無料 

持ち物：上履き、タオル、 

    飲み物など 

※申し込みの必要はありま  
せん。お気軽にご参加く 
ださい。 

 今年も出雲崎町民親善ゴルフ大会の季節とな

りました。ふるってご参加ください。 


